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論　　文  

離職者を対象とした介護福祉士養成事業における社会人学生の経験
－離職者訓練生と介護雇用プログラム生の比較－

宮　上　多加子１）

河　内　康　文２）

－抄　録－
　本研究の目的は，介護を学ぶ社会人学生の資質や経験が，学ぶ過程にどのように影響しているのか，
また，学習を経ることで介護や職務に関する認識がどのように変化するかについて明らかにすることで
ある．調査方法は，離職者を対象とした介護人材養成事業を活用して介護福祉士養成校に入学した社会
人学生13人に対して個別面接調査を実施した．
　逐語録の質的分析の結果，19のカテゴリーと54のサブカテゴリーが生成され，相互の関係を検討して
成人学生の類型化を行うと，８つのタイプに分類された．学生の介護を学ぶ経緯や学習に関する意識に
は多様性があったが，多くの学生は，会話力と生活支援の技術を保持していることを強みとして認識し
ていた．

　キーワード：介護人材養成　離職者　成人教育

Ⅰ．研究の背景

　超高齢社会における介護ニーズの増大に伴っ
て，介護人材の量的確保と質的な向上は喫緊の
課題となっている．平成19年に見直しが行われ
た「社会福祉事業に従事する者の確保を図るた
めの措置に関する基本的な指針」では，福祉・
介護人材確保のために行うべき取り組みが５項
目に整理されており，その中には他分野で活躍
している人材・高齢者等の「多様な人材の参入・
参画の促進」が含まれている．その後，平成21
年度からは，失業者・離職者に焦点を当てた雇
用・人材戦略として，緊急雇用創出事業におけ
る「離職者訓練制度」での介護人材養成（以
下，訓練事業という）が創設された（厚生労働
省 2009）．加えて，長期的な経済不況と雇用情
勢の悪化という社会情勢の中で，介護・福祉分

野を，今後雇用が増加する成長分野としてとら
えた重点分野雇用創造事業における「働きなが
ら資格をとる」介護雇用プログラム（以下，プ
ログラム事業という）が創設された（厚生労働
省 2009）．つまり，両事業は，創設の経緯が異
なるものの，高齢化の進行と不況という背景の
中で，雇用創出と介護人材の確保および質向上
を同時に解決する方策として生み出されたとい
える．
　訓練事業は，他産業の離職者を介護人材とし
て養成することを目的に，新たにヘルパー１級
（６か月訓練）と介護福祉士（２年訓練）を加
えて，平成21年度補正予算の緊急雇用対策とし
て開始された．介護福祉士養成コース（２年訓
練課程）では，平成21・22年度の２年間で5,825
人が受講している（日本介護福祉士養成施設協
会 2011）．また，プログラム事業は，離職者等
を介護保険サービス事業所等が有期雇用契約労
働者として雇い入れて介護補助業務に従事させ
るとともに，介護福祉士養成校等に在籍させて
資格取得をめざす制度である．この事業を利用
する離職者は，介護保険サービス事業所等の職
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員と同時に，介護福祉士養成校の学生となり，
養成校での授業時間が事業所等での就業時間と
して取り扱われることから，「働きながら資格
をとる」と表現されている．この事業を受講し
ている成人学生は，平成22年度で991人である（日
本介護福祉士養成施設協会 2011）．
　両事業は，制度上に相違があり，各都道府県
および養成校によって両事業の受講学生数にば
らつきがあるものの，従来の高等学校卒業直後
の学生が主流であった介護福祉士養成校に，多
数の成人学生が入学するという状況が生じてい
る．しかし，介護福祉士養成校においては，従
来から高等学校卒業直後の若年層を想定した教
育内容や教育方法を基に専門職養成を行ってお
り，多様な背景と資質を持つ社会人への適用と
いう点では実践や研究の蓄積がほとんどない
（宮上 2010）．また，訓練事業やプログラム事
業は，雇用促進と介護人材の確保を同時に解消
する方策として制度面や数量的な面からの評価
はなされているが（日本介護福祉士養成施設協
会 2011），社会人の持つ資質が介護福祉人材と
してどのように活用できるのかという質的な面
からの検討や分析は行われていない．
　そこで，本研究では，離職者に対する介護人
材養成事業（訓練事業およびプログラム事業）
を利用して介護福祉士養成校に入学した社会人
学生に対して個別面接調査を行い，社会人学生
の特徴を分析したうえで，介護人材養成の課題
と可能性について検討する．

Ⅱ．研究目的

　訓練事業およびプログラム事業を利用して介
護福祉士養成校に入学した社会人学生の学びの
プロセスを捉えるとともに，学生の特徴を分析
して資質や経験の持つ影響について明らかにす
る．また，介護福祉を学ぶことで介護や職務に
関する認識がどのように変容するのかについて
検討する．

Ⅲ．研究方法

　本研究は，学習体験について社会人学生の立
場から検討することを目的としていること，ま
たこの研究テーマに関する先行研究が少なく，
適切な理論や仮説が提示されていないことから，
質的帰納的なアプローチを用いた．具体的な手
順としては，介護福祉士養成校において，事業
を活用して入学した社会人学生13人に対する個
別面接調査を実施し，逐語録をもとに文脈のま
とまり毎に要約カード289枚を作成した．その
後，MAXqdaを活用して質的分析を行った．
MAXqdaは，カード等の紙媒体を使用した分
析方法に比べて，質的分析に不可欠であるデー
タの比較検討が容易にできるメリットがある．
分析の結果，最終的に54のサブカテゴリーと19
のカテゴリーをまとめた．また，対象者相互の
比較検討については，Excelを用いて視覚的に
捉えることができる事例－コードマトリックス
（佐藤 2008）を活用し，複数のサブカテゴリー
間の比較検討と各サブカテゴリーに含まれるデー
タ同士の比較検討を行い，類型化を行った．
　質的調査方法におけるデータの厳密性を高め，
分析結果をより確かなものとするために，以下
の２つを行った。確実性を高めるための協力者
への再確認（メンバーチェック）については，
カテゴリーおよびサブカテゴリーを生成した時
点で，調査対象者全員に対して結果を文書で報
告し，自身の経験に照らして納得できるかどう
かについて参考意見を聴取した．また，確証性
を確保するために，介護福祉教育に携わってい
る教員を含めた自主研究会で結果について協議
し，データの解釈や介護福祉教育の現状につい
てディスカッションを行い合意を得た．

Ⅳ．倫理的配慮

　調査対象者の選定手続きについては，事業を
受託している介護福祉士養成校２校の教務担当
教員を通して行った．あらかじめ年齢・性別・
職業経験・成績および学習意欲等についての条
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件を提示したうえで，偏りのないような調査候
補者の推薦を依頼した．調査候補者に対して，
研究者から研究内容と倫理的配慮についての説
明を文書および口頭で行い，了解を得たうえで
研究参加への同意書に著名してもらった．なお，
調査開始前には，高知女子大学社会福祉研究個
人情報保護・倫理審査委員会に申請して承認を
得ている（第178号，平成22年６月28日付）．

Ⅴ．結果

１．調査対象者の概要
　調査対象者の概要は表１に示すとおりである．
調査実施期間は，平成22年８月６日～９月29日
であった．本調査における対象者の属性を日本
介護福祉士養成施設協会が実施した全国調査の
結果（日本介護福祉士養成施設協会 2011）と
比較すると，年齢構成において本調査の対象者
はやや偏りがあるものの，性別では全国調査と
ほぼ同様の傾向であった．また，学歴は，全国
調査では高等学校卒が約半分，専門学校と大学

卒がそれぞれ２割程度であったが，本調査では，
プログラム事業を利用している学生（以下，プ
ログラム生という）の学歴が高く，訓練事業を
利用している学生（以下，訓練生という）では，
対象者全員が高等学校卒となっている．

２．サブカテゴリーおよびカテゴリー
　６人の訓練生に対する調査による逐語録から
生成されたサブカテゴリーは25個，同様に７人
のプログラム生の逐語録から生成されたサブカ
テゴリーは29個であった．合計54個のサブカテ
ゴリー間の関係，およびサブカテゴリーとデー
タとの関係についてMAXqdaを用いて検討し
ながら抽象化作業を進め，最終的に19個のカテ
ゴリーを析出した（表２）．さらに，19のカテ
ゴリーを用いて，養成校入学前から卒業に至る
時間軸を念頭に置いて関係を検討し，社会人学
生の学びの過程を５つの局面にまとめたものが
表３である．以下の文中では，５つの局面を
【　】，カテゴリーを「　」，サブカテゴリーを『　』
として表記している．

表１　社会人学生インタビュー対象者

記号 性別 年齢 プログラム生／
訓練生 学年 学歴／職歴

Ａ 男性 45 プログラム生 １年 専門学校卒／コンピューターシステム開発

Ｂ 女性 40 プログラム生 １年 高等学校卒／金融機関勤務・専業主婦

Ｃ 女性 41 プログラム生 １年 高等学校卒／サービス業・事務職

Ｄ 男性 33 プログラム生 １年 大学卒／サービス業等

Ｅ 男性 32 プログラム生 １年 専門学校卒／サービス業

Ｆ 女性 41 プログラム生 １年 大学卒／専業主婦・派遣会社

Ｇ 男性 31 プログラム生 １年 大学卒／不動産業

Ｈ 男性 29 訓練生 ２年 高等学校卒／建設会社勤務

Ｉ 男性 27 訓練生 ２年 高等学校卒／製造業

Ｊ 女性 35 訓練生 ２年 高等学校卒／事務職・販売員

Ｋ 女性 40 訓練生 ２年 高等学校卒／事務職

Ｌ 女性 49 訓練生 ２年 高等学校卒／事務職

Ｍ 女性 22 訓練生 ２年 高等学校卒／受付・営業
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表２　介護福祉士養成教育における社会人学生の学びに関するカテゴリー

カテゴリー サブカテゴリーコード

応募前の躊躇や葛藤
ｔ１ 入学するまで介護について関心がなかった
ｔ２ 2年間継続可能かに不安
ｐ１ 入学前には介護に無縁

入学前の周囲の協力
ｔ３ 介護に詳しい親族に相談
ｔ４ 入学前の家族の反応はあまりなし
ｐ２ 身近な人の理解と応援

タイミング良く事業を紹介される ｔ５ タイミング良くハローワークで事業を紹介された

資格を取得する意味や価値を早期に
意識

ｐ３ 離職をきっかけに自分のキャリアプランを見通して介護に目を向ける
ｐ４ 地元での継続性のある仕事として介護を選択
ｐ５ 再就職のため「手に持つ武器」としての介護福祉士の資格
ｐ６ 自分のキャリアにとって最後のチャンスであり転機である

入学前の準備と試練 ｐ７ 施設の就職面接で直面した自身の介護人材としての価値
ｐ８ 入学前の準備と体験

ユニークな存在が学校に馴染んでいく

ｔ６ 最初は若いクラスメートとの関係づくりに戸惑う
ｔ７ 教員の対応は学生という建前と社会人としての扱いの両面がある
ｔ８ 訓練生という厚遇を意識
ｐ９ 多様な年齢層の学生がいる環境に慣れる
ｐ10 座学での勉強がしんどい

久しぶりの勉強で感じる苦痛 ｔ９ 書くことに苦手意識
ｐ11 気持の揺れ、学業継続へのかすかな不安

二度目の学生生活を楽しむ ｐ12 学生生活を楽しむ

社会人の持つ強みはコミュニケー
ション力と生活者としての技術

ｔ10 人と話すことに抵抗や緊張感がない
ｔ11 生活者としての技術や状況判断力が強み
ｐ13 社会経験が介護に活用できる
ｐ14 社会人としての経験が生きるのはコミュニケーションと状況判断力

現場でプログラム生として動けるま
での時間

ｐ15 職員としての介護実施にお互いがとまどう
ｐ16 プログラム生としての勤務は介護技術の勉強になる
ｐ17 介護施設での勤務に徐 に々慣れる

プログラム生として現場に入って感
じる疑問

ｐ18 利用者の尊厳が確保されない作業的ケアに疑問
ｐ19 介護現場の人間関係が悪い
ｐ20 若い人や女性の多い介護現場の雰囲気に抵抗感

プログラム生が職員として現場に入
る際の軋轢

ｐ21 プログラム生に対する現場や社会の目線はとまどいと妬み
ｐ22 学生と就業者の関係は自分で割切って受け入れる

実習はきついが、仕事とは立場や視
点が異なる

ｔ12 実習では社会人学生として理解されにくいためストレス
ｐ23 実習は時間的な余裕があり勤務とは得るものが違う

自分の職業経験を通して介護現場を
みる

ｔ13 職業としての介護を客観的にみて、現実的に妥協する
ｔ14 職員のケアを分析し、客観的に評価する目を持つ
ｐ24 介護現場の厳しさを予想した上で覚悟を決める

実習で関わり方と介護の基礎を学ぶ ｔ15 利用者との関わり方を実践的に学ぶ

介護を学ぶことで価値観と人の捉え
方が変化した

ｔ16 介護を勉強することで介護の範囲が広く深く変化した
ｔ17 社会人はものの見方が無難で固定的
ｔ18 勉強することで高齢者の立場から考えることができる
ｐ25 利用者の身体面・精神面を理解してケアする考え方は新鮮であるが大変

学校の授業内容と現場のケアの自分
なりの調整

ｔ19 学校の授業は理想で、現場とのギャップがある
ｔ20 学校での学習と現場で必要な知識を自分ですり合わせる
ｐ26 学校で学ぶ原則と現場の優先度との相違は自分で割切る
ｐ27 学校で介護の基礎を学ぶ価値は根拠と全体的視野

介護することに意欲を持つ
ｔ21 利用者の変化にやりがいと楽しさを感じる
ｔ22 理論や知識を現場でどう使うか考える
ｔ23 前向きで意欲的な考えを持つ

自分に合った現場を志向

ｔ24 就職は給与よりも施設の方針や介護の内容で決める
ｔ25 将来はケアマネの資格をとりたい
ｐ28 卒業後は職場を選択して、まず介護職として就職
ｐ29 介護の現場で次のキャリアを目指す

※コード先頭のtは訓練生，pはプログラム生のデータを示す．番号は，それぞれの通し番号である．
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３．成人学生の学びの過程の全体像
　訓練生およびプログラム生に共通する過程と
して，【養成校入学に至る過程】，【学びの場に
馴染む過程】，介護現場での経験を経ることに
よる【実践的な学びの場に馴染む過程】，【学び
による内面的な変化】があった．また，プログ
ラム生は，職員としての所属先である【職場に
馴染む過程】を体験している点が訓練生とは異
なっていた．
　この過程に属するカテゴリーには，両者に共
通するカテゴリーと，訓練生のみのカテゴリー
がある．自分の職業経験と介護現場でのケアを
比較して，「実習はきついが，仕事とは立場や
視点が異なる」「自分の職業経験を通して介護
現場をみる」という行動をとっている．２年生
である訓練生は，実習の段階が進んでいたため，
「実習で関わり方と介護過程の基礎を学ぶ」といっ
た介護実習の目標と関係する内容のカテゴリー
があった．

表３　成人学生の介護に関する学びの過程の比較

過程・変化 プログラム生のみに含まれ
るカテゴリー

共通するカテゴリー 訓練生生のみに含まれる
カテゴリー

養成校入学に
至る過程

資格を取得する意味や価値
を早期に意識
入学前の準備と試練

応募前の躊躇や葛藤
入学前の周囲の協力

タイミング良く事業を紹
介される

学びの場に馴
染む過程

二度目の学生生活を楽しむ ユニークな存在が学校に馴染んでいく
久しぶりの勉強で感じる苦痛
社会人の持つ強みはコミュニケーション
力と生活者としての技術＊

職場に馴染む
過程

現場でプログラム生として
動けるまでの時間
プログラム生として現場に
入って感じる疑問
プログラム生が職員として
現場に入る際の軋轢

実践的な学び
の場に馴染む
過程

社会人の持つ強みはコミュニケーション
力と生活者としての技術＊
実習はきついが、仕事とは立場や視点が
異なる
自分の職業経験を通して介護現場をみる

実習で関わり方と介護過
程の基礎を学ぶ

学びによる内
面的な変化

介護を学ぶことで価値観と人の捉え方が
変化した
学校の授業内容と現場のケアの自分なり
の調整
自分に合った現場を志向

介護することに意欲を持
つ

＊２つの過程に共通して含まれるカテゴリー

【職場に馴染む過程】
　プログラム生に独自な過程として，事業所で
の【職場に馴染む過程】があった．プログラム
生は，養成校の学生である同時に，介護保険サー
ビス事業所の職員という立場を持っている．し
かし，養成校入学当初は，介護福祉の知識や技
術は乏しいため，「現場でプログラム生として
動けるまでの時間」というカテゴリーがあった．
また，上述したように，プログラム事業におい
ては，学生としての立場が優先され，養成校で
の授業時間や実習時間を事業所における勤務時
間とみなしている．このようなプログラム生の
待遇について，事業所の職員の理解が十分では
なかったりすることや，羨ましいあるいは妬ま
しいという感情を伴った言動を受けて，「プロ
グラム生が職員として現場に入る際の軋轢」を
感じていた．同時に，職業経験や生活経験で培っ
てきた価値観を通して介護現場を見た際には，
「プログラム生として現場に入って感じる疑問」
を意識している者もいた．
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【学びによる内面的な変化】
　養成校入学前に社会人学生が抱いていた介護
のイメージは，いわゆる ‘下の世話’ という表
現にあるような具体的な身体介護であったが，
養成校での学習と実習経験を通して，介護の範
囲の広がりと深さを実感している．このような
変化は，「介護を学ぶことで価値観と人の捉え
方が変化した」としてまとめられた．さらに，
養成校で学ぶ介護の基礎と，介護現場における
実践とは，多くの面で乖離があるが，このよう
な現実を認識したうえで，自分なりの納得と対
応をしようとする姿勢が「学校の授業内容と現
場のケアの自分なりの調整」としてまとめられ
た．そして，「自分にあった現場を志向」する
とともに，「介護することに意欲を持つ」とい

う前向きな姿勢が見られた．

４．成人学生の特徴による類型化の試み
　佐藤（2008）による事例-コードマトリック
スは，各事例に含まれるデータとコード（本研
究ではサブカテゴリー）同士の比較検討を行っ
ていく方法である．これには４つの比較法があ
り，①複数のコード間の比較，②コード名とデー
タの比較，③データ同士の比較，④複数の事例
間の比較となっている．本研究では，逐語録か
ら生成した要約カードと，訓練生およびプログ
ラム生それぞれに属するサブカテゴリー相互の
関係を４種類の比較法を用いて検討した．結果，
プログラム生と訓練生それぞれ４類型に分類さ
れた（表４，表５）．

表４　プログラム生の類型

コード 対象者
サブカテゴリー

リベンジ型 やりがい型 サービス業型 達観型
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

p１ 入学前には介護に無縁 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
p２ 身近な人の理解と応援 ＊ ＊ ＊ ＊
p３ 離職をきっかけに自分のキャリアプランを見通して介護に目を向ける ○ ○ ○ ○ ○ ○
p４ 地元での継続性のある仕事として介護を選択 ◎ ○ ○ ○ ○
p５ 再就職のため「手に持つ武器」としての介護福祉士の資格 ○ ○
p６ 自分のキャリアにとって最後のチャンスであり転機である ○ ○ ○ ○
p７ 施設の就職面接で直面した自身の介護人材としての価値 ◎ ○ ○
p８ 入学前の準備と体験 ◎ ○ ○ ○ ○ ○
p９ 多様な年齢層の学生がいる環境に慣れる ＊ ＊ ＊
p10 座学での勉強がしんどい ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
p11 気持の揺れ、学業継続へのかすかな不安 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
p12 学生生活を楽しむ ○ ○
p13 社会経験が介護に活用できる ○ ○ ○ ○
p14 社会人としての経験が生きるのはコミュニケーションと状況判断力 ○ ○ ○ ○ ○ ○
p15 職員としての介護実施にお互いがとまどう ○ ○
p16 プログラム生としての勤務は介護技術の勉強になる ○ ○ ○ ○ ○ ○
p17 介護施設での勤務に徐 に々慣れる ○ ○ ○
p18 利用者の尊厳が確保されない作業的ケアに疑問 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
p19 介護現場の人間関係が悪い ○ ○ ○
p20 若い人や女性の多い介護現場の雰囲気に抵抗感 ○
p21 プログラム生に対する現場や社会の目線はとまどいと妬み ○ ○ ○ ○
p22 学生と就業者の関係は自分で割切って受け入れる ○ ○ ○
p23 実習は時間的な余裕があり勤務とは得るものが違う ○ ○
p24 介護現場の厳しさを予想した上で覚悟を決める ○ ○ ○ ○ ○
p25 利用者の身体面・精神面を理解してケアする考え方は新鮮であるが大変 ○ ○ ○ ○ ○
p26 学校で学ぶ原則と現場の優先度との相違は自分で割切る。 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
p27 学校で介護の基礎を学ぶ価値は根拠と全体的視野 ○ ○ ○ ○
p28 卒業後は職場を選択して、まず介護職として就職 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
p29 介護の現場で次のキャリアを目指す ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊データあり
○カテゴリーと類型化に関係するデータあり
◎カテゴリーと類型化に関係するデータ複数あり
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表５　訓練生の類型化

コード 対象者
サブカテゴリー

参入型 意欲型 余裕
なし型 若者型

H I J K L M
ｔ１ 入学するまで介護について関心がなかった ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ２ ２年間継続可能かに不安 ○ ○ ○
ｔ３ 介護に詳しい親族に相談 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ４ 入学前の家族の反応はあまりなし ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ５ タイミング良くハローワークで事業を紹介された ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ６ 最初は若いクラスメートとの関係づくりに戸惑う ○
ｔ７ 教員の対応は学生という建前と社会人としての扱いの両面がある ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ８ 訓練生という厚遇を意識 ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ９ 書くことに苦手意識 ○
ｔ10 人と話すことに抵抗や緊張感がない ○ ○ ○
ｔ11 生活者としての技術や状況判断力が強み ○ ○ ○ ○
ｔ12 実習では社会人学生として理解されにくいためストレス ○
ｔ13 職業としての介護を客観的にみて、現実的に妥協する ○ ○ ○ ○
ｔ14 職員のケアを分析し、客観的に評価する目を持つ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ15 利用者との関わり方を実践的に学ぶ ○ ○ ○ ○ ○
ｔ16 介護を勉強することで介護の範囲が広く深く変化した ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ17 社会人はものの見方が無難で固定的 ○
ｔ18 勉強することで高齢者の立場から考えることができる ○ ○ ○ ○ ○
ｔ19 学校の授業は理想で、現場とのギャップがある ○ ○ ○
ｔ20 学校での学習と現場で必要な知識を自分ですり合わせる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ21 利用者の変化にやりがいと楽しさを感じる ○ ○
ｔ22 理論や知識を現場でどう使うか考える ○ ○
ｔ23 前向きで意欲的な考えを持つ ○ ○ ○ ○ ○
ｔ24 就職は給与よりも施設の方針や介護の内容で決める ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ｔ25 将来はケアマネの資格をとりたい ○ ○

＊データあり
○カテゴリーと類型化に関係するデータあり
◎カテゴリーと類型化に関係するデータ複数あり

５．プログラム生の４類型
①リベンジ型（45歳男性）
　異業種でのキャリアを積んでいるが，思いが
けないリストラを契機に，定年まで継続でき，
かつ自身の力が生かせる職種として介護を選ん
で応募している．つまり，「地元での継続性の
ある仕事として介護を選択」しており，「入学
前の準備と体験」も豊富である．一方で，養成
校入学前には介護保険サービス事業所の採用試
験に不合格になるという経験も経ている．自己
肯定感や仕事に対する責任感が強く，自分を切っ
た元の業種の人間に対して，別の分野で雪辱を
果たすという思いと，‘もう一度チャレンジできる’
という期待を抱いている点に特徴がある．

②やりがい型（40歳女性／41歳女性）
　専業主婦の経験があり，子どもが成長して家

庭内での役割が軽減されたのを契機に，定年ま
で取り組めてやりがいのある職業として介護を
選んでいる．ヘルパー資格も取得しており，介
護分野で勤務するためには，介護福祉士資格が
必須であるとの思いが強い点が特徴的である．
　このような認識は，「自分のキャリアにとっ
て最後のチャンスであり転機である」というサ
ブカテゴリーに表れており，自身の資質につい
ても「社会人としての経験が生きるのはコミュ
ニケーションと状況判断力」と考えている．介
護関係の授業内容については，「利用者の身体面・
精神面を理解してケアする考え方は新鮮である
が大変」と捉えている．また，介護事業所にお
ける仕事についても「プログラム生としての勤
務は介護技術の勉強になる」と前向きに考えて
いる．
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③サービス業型（33歳男性／32歳男性）
　介護とは無関係のサービス業に従事していた
が，地元での転職やＵターンを検討した際に，
事業を紹介されて応募した．介護分野は，人と
接する仕事という共通項と，社会的ニーズを背
景とした安定性で決めている．資格志向が強く，
介護福祉士資格は通過点という意味合いがある．
　やりがい型と同様に，「自分のキャリアにとっ
て最後のチャンスであり転機である」「社会人
としての経験が生きるのはコミュニケーション
と状況判断力」という認識はあるが，事業所で
の勤務についてはとまどいが生じている．

④達観型（41歳女性／31歳男性）
　大学卒で，過去に社会福祉と近接領域の資格
取得を検討した経験がある．介護現場で遭遇す
る課題や矛盾に対して，少し距離を置いて観て
いるような印象があり，同時に自身が置かれて
いる状況についても第三者的な見方をしている．
　学びに関する積極的な認識がある一方で，「介
護現場の人間関係が悪い」「プログラム生に対
する現場や社会の目線はとまどいと妬み」とい
うサブカテゴリーにあるような負の側面も口に
している．しかし，「社会経験が介護に活用で
きる」「学校で介護の基礎を学ぶ価値は根拠と
全体的視野」というように，自身の立場と学習
経験とを客観的に捉えている点が特徴的である．

６．訓練生の４類型
①参入型（29歳男性／27歳男性）
　20代後半の男性で，建設業や製造業の分野で
の職歴があり，最初は福祉分野での就職を希望
したわけではないが，「継続できる現実的な職業」
という判断で異業種である介護に新たに参入し
た．福祉以外の職種での経験をもとに，客観的
な視点を持って介護現場を見ている．
　これらの視点は，「学校の授業は理想で，現
場とのギャップがある」「職業としての介護を
客観的にみて，現実的に妥協する」というサブ
カテゴリーに示されている．また，②の意欲型
と同様に，「利用者との関わり方を実践的に学ぶ」
「勉強することで高齢者の立場から考えること

ができる」というような介護に対する積極的な
学習姿勢を持っている．

②意欲型（35歳女性/40歳女性）
　30代後半の女性で，事務職の経験があるが，
リストラ等を経験し，資格を持った専門職とし
て働きたいという希望と，介護という仕事内容
の両方に納得して入学してきた．従って，学習
意欲が高く，いろいろな体験を自分のものとし
て生かしていこうとする意識が高い．
　①の参入型と同様に，介護の学習について意
欲的であり，「理論や知識を現場でどう使うか
考える」「利用者の変化にやりがいと楽しさを
感じる」というサブカテゴリーが特徴的である．
このように前向きな姿勢がある一方では，自身
の持つ気力や体力の限界，また学習が継続でき
る状況が続くか否かという不安から，「２年間
継続可能かに不安」という声があった．

③余裕なし型（49歳女性）
　年齢的に，自分の子ども世代の学生と一緒に
学ぶという状態となっている．社会人経験があ
ることから，リーダー的な役割を任されること
もあるが，自分の中ではそれをこなす余裕がな
い状態である．また，余裕のなさから，実習や
現場で学ぶという意識まで到達しておらず，学
習が受け身となっている．
　このように養成校内や介護現場での不安や緊
張を示すサブカテゴリーとして「最初は若いク
ラスメートとの関係づくりに戸惑う」「実習で
は社会人学生として理解されにくいためストレ
ス」がある．しかし，自身の持つ資質について
は，他の女性の訓練生と同様に「生活者として
の技術や状況判断力が強み」と感じている．

④若者型（22歳女性）
　職業経験はあるものの短期間であり，年齢的
には若年層の学生との差が少ない．一旦社会人
を経験したことで，仕事に対する意識はしっか
りと持っているが，養成校教員や現場からは一
般学生と同じように扱われることが多いと思わ
れる．
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　職業経験は短いものの，一般学生との相違に
ついては「人と話すことに抵抗や緊張感がない」
「生活者としての技術や状況判断力が強み」と
考えており，学習や仕事についても「前向きで
意欲的な考えを持つ」という特徴がある．

Ⅵ．考察

１．社会人学生の多様性に対応した学びの支援
　訓練生とプログラム生は，制度上の違いや調
査を実施した学年の違いにより，学びの過程に
含まれるサブカテゴリーやカテゴリーには相違
があった．しかし，表３に示したように両者に
は共通するカテゴリーも多くみられた．両者に
共通する社会人学生の特徴としては，多様性お
よび社会経験や職業経験の持つ価値や意義につ
いての認識があると考えられる．
　表４，表５で訓練生とプログラム生がそれぞ
れ４類型に分類されたように，社会人学生は年
齢や職業経験，また介護福祉士の資格取得を目
指した経緯について多様性があった．さらに，
この多様性は，介護を学ぶことに関する意識，
つまり介護福祉士という資格を取得する意義に
ついても，資格を得て行う介護そのものに価値
を見出しているのか，社会福祉分野で仕事をし
ていく中での足掛かりとなる資格としてとらえ
ているのかという点で相違がみられた．これは，
何を深く学びたいかという学習ニーズの相違に
も関係すると考えられる．
　しかし，従来の介護福祉士養成校における教
育は，高等学校卒業直後の若年層の学生に対す
る体系として組み立てられており，成人学生の
多様性に対応できる柔軟性は少ない．アメリカ
の成人教育学者ノールズ（Knowles,M.）は，
学校教育を中心とした子どもの教育（ペダゴ
ジー）に対して，成人の特徴に基づく独自の教
育学（アンドラゴジー）を提唱している（Knowles 
1980）．その特徴は，成人学習者の自己決定性
（self-directedness）と経験の学習資源として
の価値に着目している点である．離職者を対象
とした介護人材養成教育においても，本来は成
人教育学の基本理念が尊重されるべきであると

考えるが，介護・福祉人材養成という目的を持っ
た官主導の事業であることや，介護福祉士養成
教育という一定のカリキュラムに沿った制度で
あることから，成人学生の個々の学習ニーズに
対応した学習内容を設定することが難しく，当
面は教育方法における工夫で対応していくしか
ないと思われる．
　一方，介護福祉士養成施設協会が行った全国
調査（日本介護福祉士養成施設協会 2011）では，
養成施設における教育の内容等について，『満足』
している者が四分の三以上を占めている．しか
し，本研究の結果からは，介護現場におけるケ
アに対して多くの成人学生が課題意識を持って
おり，それは，『利用者の尊厳が確保されない
作業的ケアに疑問』『介護現場の人間関係が悪い』
というサブカテゴリーにも表れている．これら
の課題に対して，成人学生は「学校の授業内容
と現場のケアの自分なりの調整」として，いわ
ば社会人としての分別で納得しようとしている
が，根本的な改善策としては，現場における介
護の質向上を推進することが必要である．

２．社会人学生の持つ経験や資質の活用
　社会人学生は，社会経験や職業経験を通して
得た会話力や状況判断力について，「社会人の
持つ強みはコミュニケーション力と生活者とし
ての技術」として，いわば経験者の強みとして
とらえ，養成施設内の学習や介護現場での学び
において活用しようとしていた．ノールズの提
唱している成人教育学においても，成人学習者
の持つ経験の学習資源としての価値に着目して
いる．つまり，【学びの場に馴染む過程】，【職
場に馴染む過程】，【実践的な学びの場に馴染む
過程】のいずれにおいてもスムーズにその場に
馴染み，学んでいく際に必要となる資質である
と考えられる．
　また，学びによる内面的な変化について，「介
護を学ぶことで価値観と人の捉え方が変化した」
と両事業の学生ともに認識していた．介護福祉
士養成施設協会が行った全国調査においても，
受講前後の比較では，介護を「誰にでもできる
仕事である」と答えた割合が減少し，「専門的
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な仕事である」「コミュニケーション能力を必
要とする仕事である」とする割合が大きく増加
している（日本介護福祉士養成施設協会 2011）
ことから，専門的な介護の学習をすることで，
介護をより深く理解しているといえる．
　一方で，成人教育学においては，おとなの
学習者は自らの慣習的思考や認識枠組みを転
換することに抵抗を示すとされている（三輪
2009）．本調査における結果では，訓練生のデー
タの中で「社会人はものの見方が無難で固定的」
というサブカテゴリーがあるものの，社会経験
や職業があるがゆえに，新しい内容を学ぶ上で
支障となる要因は析出されていない．この点に
おいては，プログラム生がすべて１年生であっ
たことや，各学生に対する調査が１回のみだっ
たことから，社会人学生の認識の変容を分析す
るにはデータが不十分であったとも考えられ，
今後の継続的な研究が必要である．

Ⅶ．残された課題

　本研究は，２つの県における訓練生とプログ
ラム生の調査であり，地域が限定的であったこ
とや，それぞれの学生に対する１回の調査であっ
たことから，いくつかの課題が残されている．
まず一つには，入学から卒業までの期間を通し
た学びのプロセスとしては捉えきれていない点
があげられる．これと関係して，カテゴリー相
互の関係については不明確であり，成人学生の
学びを促進あるいは阻害する要因についても解
明しきれていない．加えて，プログラム生は，
養成機関で体系的な学習をしていく一方で，介
護保険事業所では介護職員としての仕事を行い
ながら現場での学びを経験しているという二重
構造になっている．これらの２種類の学びの経
験が，介護に関する認識の変容にどのように影
響しているのかについても，今回の調査結果か
らは明らかになっていない．さらに，調査対象
者の選定について，学習意欲が高く成績優秀な
学生のみに偏ることがないように，養成校に対
して候補者選定を依頼したが，結果的には，成
人学生の集団の特徴を反映した調査対象者には

なっていない可能性がある．
　これらの課題について検討するために，さら
に調査対象を広げた継続的な調査と，成人学習
者の特徴を加味した教育という視点からの分析
および議論や検討が必要であると考える．
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The Experience of Adult Students in Care Workers Training College
－Comparison between Two Different Systems for Unemployed Persons－

Takako MIYAUE
Yasufumi KOUCHI 

Abstract
　In this research, 13 adult students in care workers training college, who attended carework 
training program for unemployed persons, were interviewed individually.Then the data was 
examined how their qualifications and experiences have affected.The process of learning care 
and how the awareness about care and a caring profession have been changed through learning.
　As a result of the analysis, 19 categories and 54 sub categories were produced, and in the end 
those students were classified into ８ types.Their circumstances of learning care and perception 
about learning varied, but many students recognized their communication and life support skills 
would be advantages.

Key Word ： Training for care worker, Unemployed Person, Adult education
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